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子宮頸部癌に対する「レ」線治療の統計的観察
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT
　Astudy　has　been　made　of　the　l　clillical　data　on　423　patients　with　the　cervical　cancer，　who

were　treated　by　means　of　X－ray　irradiation　at　this　clinic　from　Jan．1939　to　Dec．1946．　The

results　were　as　follows．

　（1）The　average　labor　parturitions　of　the　patients　was丘ve　times．

　（2）The　average　of　age　was　48　years　old．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　（3）Effects　of　treatments　for　intermediate　planoepithelial　carcinomas，　by　means　of　X－ray

irradiation，　were　more　bene丘cial　than　for　unripe　type　of　carcinoma．

　（4）The　permanent　curability　rate　was　22．6％in　squamous　cell　cancer　and　was　14．3％in

cylinder－epithelial　canceL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒

　本統計は昭和14年1月（1939）から昭和21年12月

（1946）末に至る満8力年間に，我が教室に収容し，

その99・76％は癌病変が既に子宮以外に拡散して別除

手術に不適当であるために，又残余の0．24％は癌前

症の診断のもとに別除手術を施行せず，専ら放射線に

より治療を行った子宮頸部癌患者423名を調査材料と

言

して，退院後の健康状態について，又既に死亡した者

は死因の病名並びに死亡年月日等について，通信その

他の方法により調査した成績である。歳月を経るに従

い転居等により，回答を得た者は292名であったが，

これにより退院後の患者が如何なる運命を辿ったかに

つき知り得た結果を弦に報告する．

工、調査患者の診断及び療法

　　　　　　第」節　子宮頸部癌の分類

　一般婦人科診断法によつて子宮頸部癌と診断したも

のにつき，すべて診査切除組織を組織学的に精査し

て，癌を診断し且つこれを分類した．なお又癌前症以

外のすべての例は癌病変が既に子宮以外に浸潤又は転

移した第3度以上の子宮頸肺癌である．子宮頸部癌の

組織学的分類法は：Kermauner　1）の分類に従い，扁平，

円堵上皮癌を各々未熟型，中熟型，成熟型の3型とし，

：更に癌前症を分類した．

　　　第2節　「レ」線並びに「ラジウム」療法

　（1）「レ」線発生装置＝「ポレスター」A（島津製）

　（2）管球＝防電防線用SP－200又はOT－200－C。
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（但し昭和19年8月以降は「クーリヂ」：H型）

　（3）二次電圧：　160～180KV．（OS廻転電圧計

で測定）

　（4）二次電流：3mA．

　（5）濾過板：0．7mmCu十1．OmmA1．

　（6）半価層：1mmCu

　（7）皮膚焦点間距離：23cm

　（8）照射野：8x8cm2～10×10cm2

　（9）深部量：

　「レ」線空中量を島津製標準量測定器（No．508）を

使用して測定し，深部量はGrebe　u．　Nitzgeの表に

より求めた．

　（io）照射術式＝我が教室においては小照射野集

中照射法を使用し，1日1門照射を行ひい，1回の照

射量は580～600r（空中量）で，10～12門照射を行

う．集中照射法を確実に施行するために，我が教室考

案による「レ」線照射方向距離測定器を使用し，病竈

に「レ」線が集中するように特別あ注意を払い，施行

時には腸内容，膀胱を空虚にし，全身状態の整調に努

めた．

　（11）「レ」線治療の補助として「ラジウム」を使用

した．使用：量は26．62mg　x（48～96h）mg／ehである．

皿．調　査　成績

　　　　第1節　癌発生に関する統計観察

　満8力年間（昭和14年1，月より昭和21年12月まで）

に我が教室で放射線のみにより治療を行った子宮頸部

癌患者423名についての観察である．即ち本章に記述

する癌発生に関する統計観察は患者収容中の病歴に基

いて調査した成績であって，退院後の状況を示すもの

ではない．　　　　．

　　　　　　第1項　年齢と発生頻度

　本調査例では最若年齢は22歳3カ月で，最高年齢は

76歳6カ月である．年齢と頻度との関係を文献に比較

すると第1表（A）の如くなる．即ち40歳台において

最高率を示し，年齢と癌の組織像との関係を見ると，

扁平上皮癌では文献平均年齢に一致するが，円鷹上皮

癌では30歳台，50歳台が多く，40歳台はこれに次いで

いる．子宮頸部癌患者の平均年齢に関し，43歳7カ月

（山室氏2）），42．4歳（西島氏3））などの報告があり，

本調査では第1表（B）（C）の如く，扁平上皮癌では

48．9歳，歯応上皮癌では45．2歳となり，最高平均

年齢は扁平上皮癌の成熟型で50．5歳，最少平均年齢

は噛癖上皮癌の中幽霊で43．3歳である．

第1表（A）年齢と発生頻度（％）

報　告　者

　Kermauner

藤　　　　　光

鈴　　　　　木

山　　　　　室

正　　　　　岡

串麟鑛甕

調讃糊
7260

408

919

312

807

321

　92

0

0

0

0

0

0

0

21～30

3．6

8．2

6．1

6．4

2．6

　0

1，1

31～40

24．7

35．3

33．3

23．1

17．3

18．6

32．6

41～50

36．7

33．8

38．1

41．7

37．9

40．3

26．2

51～60

23．8

16．7

19．3

20．2

29，i

26．9

35，9

一一u　

61～70

　8．3

　　0

　2，6

　8，3

11．3

・13．3

　4．2

71以上

3，0

　0

　0

0，6

1．7

0，9

　0

第1表（B）年齢と発生頻度（％）扁平上皮癌321名

扁

平

上

皮

癌

未　熟　型

中　熟　型
成　　熟　　型

31～40

7．4

10．9

0．3

41～50

17．6

21．8

0．9

51～60

12．5

13．2

1．2

61～70

5．6

7．4

0．3

71以上

0．9

平均年齢
　（歳）

48．0

48．6

50．5

合 計 18．6 40．3 26．9 13．3 0．9 48．9
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：第1表（C）年齢と発生頻度（％）円塘上皮癌92名

士

濤

上

皮

癌

＼＼年齢（歳）

分療＼＼
未　熟　型

中　熟　型

30以下

1．1

31～40

3．3

29．3

41～50

9．9

16．3

51～60

10．9

25，0

61～70

2．1

2．1

平均年齢
　（歳）

46．9

43，3

合 計 1．1 32。6 26．2 35，9 4．2 45，2

　　　　　第2項　分娩回数と発生頻度

　調査例数423名の分娩総回数は2094回であるから，

平均分娩回数は4．95回となる．これを一般日本婦人

の平均分娩回数3．5回（秋元氏）と比較すると約1．5

回の多産を示している。然るに本調査における子宮頸

部一台者の7．2％は未産婦であることは注目に値す

る．

　今諸家の子宮癌患者平均分娩回数と本調査とを比較

すると，第2表（A）の如くであり，更に第2表（B）

に示す如く，円塔上皮立中熟型の分娩回数4．7は最小

　　　第表2（A）

子宮頸部癌患者の分娩回数

報告者1頒回数（回）
Klrukenberg

Glcckner

Hofmeier

Gusserow

木

蔵

鈴

秋

西

山

正

下

光

木

元

島

室

岡

5．8

5．9

5．02

4．5

4．9

4．3

4．85

5．53

4．3

4，6

4．4

田 中 4．95

第2表（B）患者分娩回数と癌型

調査入隅
　（名）

平均分娩
回数（回）

総平均
分娩回数
　（回）

値で，癌前症における5．8向は最大値である．

　　　　　　第2節治療成績
　本治療成績の報告は，治療退院後の状況に関する調

書に対して回答を得た292名の内，3「クール」以上

の「レ」線治療を受けた189名についての観察であ

る．而してこの内157名（83％）は「レ」線照射と同

時に「ラジウム」の併用治療を受けた者である．以下

癌の二型について，二二発現から治療開始までの期間

及び「クール」回数と生存期間との関係を記載するこ

ととする．

　　　　　第1項扁平上皮癌の治療成績

　第1目　未熟型〔第3表（A）（B）〕

　調査入員68名について，「クール」回数と生存期間

との関係をみると，第3表（A）に示す如く，3「ク

ール」以上の治療によって79．3％は13～36カ月間温

存している．而して第3表（B）に示す如く初徴発現

から3カ月以内に来院して治療を受けた者において，

生存期間が延長している．

分　　類

扁上
　皮
平癌

未熟型

中置型

成熟型

噛未鯉
埼癌中置型

138

174

　9

25

67

4，8

5．1

5．0

5．2

4．7

髄症i1・ 5．8

4．95

　　　　　　第　3　表　（A）

「クール」回数と生存期間との関係（単位％）

　　（扁平上皮癌未熟型）調査入員68名

ク：＼
　　　　　　治療後の

回臨く糊

3（46名67．7％）

4（9名13．1％）

5（6名8．8％）

6（5名7．4％）

7（2名3．0％）

治
療
後
の

生
存
期
間
％

1～12

16．2

13～24

29，5

10．2

4．4

4．4

25～36 37～’48

20．5

2．9

4．4

1．5

1．5

1．5

1。5

1．5

計
16・2148・5i3・・814・5

第2目　中熟型〔第4表（A）（B）〕
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　71名について調査の結果，第4表（A）（B）の成績

を得た．即ち3「クール」以上の治療を受けた者の

70．4％が2～4年間生存し，初徴初現後3カ月以内に

治療を開始した者の生存期間は最も長期であり，「ク

ール」回数と生存期間とはほぼ正比している．

療開始までの遅速に関係せず，何れも39カ月以上であ

る．

　　　　　　第　5　表　（A）

「クール」回数と生存期間との関係（単位％）

　　（扁平上皮癌成熟型）調査書員4名

　　　　　　第　3　表　（B）

「クール」回数及び初徴発現から治療開始まで

の経過期間と生存期間（単位月数）との関係

　　（扁平上皮癌未熟型）調査人員68名

クール回数

薦｛螺
後間

生）

3カ月未満

の胤4胡以上

3

24．8

16．0

4 5

23．0140．0

17．8　20．7

6 7

36．5148．0

18，1　25．0

平刻23・2122・7124・626・3i36・5

　　　　　　治療後の
クール　　　．生存期間
回　数　　　　　（月）
（入員％）

3（3名75％）

4（蜘

治生
療存
後期
の間
％

37～48

25

25

49～60

50

計 50 50

　　　　　　第　4　表　（A）

「クール」回数の生存期間との関係（単位％）

　　（扁平上皮癌中身型）調査入員71名

　　　　　　第　5　表　（B）

「クール」回数及び初心発現から治療開始ま

での経過期間と生存期間（単イ立月数）との関係

　　（扁平上皮癌成熟型）調査人員4名

　　　　　　治療後のi

高一薮　生存闘13窮
　　（人員％）

25～37～49～
　　ト　36　481　60

3（8臨）

4（轟）
5（6名8．4％）

6（1名1．4％）

治
療
後
の
生
存
期
間
％

17．0 29．6

2．8ヒ2．8

1．4 4．2

28，2

2．8

2．8

5．6

1．4

61～
　72

L4

計
21・2；36・6：33・8圃1・4

　　　　　　第　4　表　（B）
「クール」回数及び初徴発現から治療開始ま

での経過期間と生存期間（単位月数）との関係

　　（扁平上皮一中熟型）調査入員71名

クール回数

治存

鶴
星亘

治療前の
経過期間

3ヵ月未満

4カ月以上

3

49．0

43．5

4

39．0

平剣45・3 39．0

　　　　　第2項　円壌上皮癌の治療成績

　第1目未熟型〔第6表（A）（B）〕

　3「クール」以上の者極めて少なく，しかも3「ク

ール」を終了してもなお2力年以内に死亡したものが

69．2％に達している．この型では初徴発現から治療ま

での期間と治療後の生存期間との聞には一定の関係を

認め得ない．

クール回数

治存
覆翻

艶

　治療前の
　経過期間

3カ月未満

4カ月以上

3

38．1

28．5

4

38．2

27．5

5

39．5

28．5

6

64．0

平均134・3135・1132・1164・・

第3目　成熟型〔第5表（A）（B）〕

この例においては，その生存期間は二二発現から治

　　　　　　第　6　表　（A）
「クール」回数と生存期間との関係（単位％）

　　（円背上皮癌未熟型）調査入員13名

　　　　　　治療後の
クール　　　生存期聞
回　数　　　　　（月）
（入員％）

3（11名84．6％）灘

4（2名15．4％）響

1～12

30．7

13～24

30．8

7．7

25～36

23．1

7．7

計
3・・7138・51蕊・8
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　　　　　第　6　表　（B）
「クール」回数及びこ初徴発現から治療開始ま

での経過期間と生存期間（単位月数）との関係

　　（円癖上皮癌未熟型）調査人員13名

クール回数

劃一

灘
艶

治療前の
経過期間

3カ月未満

4ヵ月以上

3

21．3

22．5

4

31．0

14．0

平均121・8 22．5

　第2目　中熟型〔第7表（A）（B）〕

　この型で3回以上の「クール」を受けたものの75．7

％は治療後13～36カ月間の生存期間を示している．初

徴発現から治療開始までの経過期間と治療後の生存期

間との関係は，3カ月以内に治療を開始した者の生存

期間は，4カ月以後に開始した者よりも長期である．

る者を永続治癒者として，治療開始時から調査時（昭

和21年12月）に至るまでの満60ヵ月以上生存している

者，即ち昭和14年1月から昭和16年12，月末までの3力

年間の患者について，永続治癒率をみると第8表（A）

（B）（C）の如くである．即ち

第8表（A）永続治癒周

年　　度

昭和14年

昭和15年

昭和16年

調査し得
た生存者
数　（名）

4

5

7

「レ」線治

癒患者総
数　（名）

30

36

65

永　　続

治癒率
　（％）

13．3

13．8

10．7

計 16 1311平捏．2

　　　　　第　7　表　（A）
「クール回数」と生存期間との関係（単位％）

　　（円」壽上皮癌中熟型）調査入員33名

　　　　　治療後の
クール　　　生存期間
回　数　　　　（月）

㈱
3（20名60．8％）

4r2梅）
5（6名18」％）

治生
晶出
後期
の間

％

1～12

12．2

3．0

13～24 25～3637～48

30．3

3．0

6．1

12．2

15．1

9，0

6．1

3．0

計
115・2139・4i36・319・1

第8表（B）永続治癒率

癌　型

扁平上皮癌

中門型

円壕上皮癌

中熟型

年　度

昭和14年

昭和15年

昭和16年

調査し得
た生存者
数　（名）

3

4

5

「レ」線治

癒患者総
数　（名）

　　　　　第　7　表　（B）
「クール」回数及び初徴発現から治療開始ま

での経過期間と生存期間（単位，月数）との関係

　　（円環上皮癌中薄型）調査入員33名

クール回数

治療前の
経過期間

3 4

16

16

21

永　続
治癒率
　％

18．7

25．0

23．3

計 12 53隙6
昭和14年

昭和15年

昭和16年

1

1

2

6

8

14

16．6

12，5

14．5

5

計 4 28陪3

第8表（C）永続治癒率

扁平上皮癌
　中二型

「クール」

回　　数

回存

麟
艶

3カ月未満

4カ月以上

34．5

18，8

30．2

20．0

3ク4ク5ク
ーノレーノレーノレ

8名 2名 2名

円纒癌11名3名・

初徴発現から
治療開始まで
の経過期間

月力際二二力

8名

2名

3名

1名

0

1名

1名
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　　　　　第3項景続治癒率
〔第8表（A）（B）（C）〕

治療開始後満5力年（60カ月）以上治癒の状態にあ

　（1）　昭和14年度13．3％，15年度13．8％，16年度

10．7％を示している．この成績は調査し得た生存者数

が少数であることと，「レ」線照射例には悪性度の強

い未熟型の者が多いことに起因する所が大であると考

えられる．

　（2）　これを組織学的分類からみると，扁平上皮癌

中高型では永続治癒率22・6％を算し，円癖上皮癌七

去型では14．3％を示しているが，返信を得た扁平上

【28】
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皮癌未熟型並びに成熟型，円癖上皮癌未熟型の内には

永続治癒者を見出し得ず，なお癌前症患者からは返信

を求め得ず，円癖上皮癌成熟型は治療総例中にその例

数が欠如していたのである．

　（3）永続治癒者の「クール」回数は3「クール」以

上であって，本報告には記載を省いたが，2「クール」

以下の例には永続治癒者はなかった．

　（4）初徴発現から治療開始までの経過期間をみる

と，1例の外は全部3カ月以内である．

　（5）即ち中熟型の者で，初期に治療を開始し，3

「クール」以上を受けた者に永続治癒者が求められた

のである．

　　　　　　　　　　　　、　　　　　皿．結

　満8力年間（昭和14年1，月から昭和21年12月まで）

に，我が教室で放射線のみで治療した子宮頸部癌患者

423名について既往歴に関する統計観察を行い，次に

治療成績に関する調書に対して返信を行った292名の

内で3「クール」以上の「レ」線治療を受けた189名

の患者について治療後の経過を統計的に観察して次の

結論を得た．

　（1）子宮頸高温患者の平均分娩回数は4．95回であ

る．

　（2）子宮頸七三患者の平均年齢は48．3歳で，円癖

論

上皮癌は若年者にやや多い．

　（3）「レ」線は中熟型癌に最もよく効力を発揮し，

未熟型に対する効果は中熟型におけるよりも遙かに劣

っている．

　（4）「レ」線照射の永続治癒率は扁平上皮癌中熟型

において22．6％，円壕上皮癌中熟型において14．3％

を算した．
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